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＜別紙１＞ 

第三者評価結果報告書 

①第三者評価機関名 

日本会計コンサルティング株式会社 

 

②施設・事業所情報 

名称：東漸保育園 種別：認可保育所 

代表者氏名：圓谷 明美 定員（利用人数）：88（88）名 

所在地：横浜市鶴見区栄町通3-33-16 

TEL：045-501-3040 ホームページ：https://touzen-

hoikuen.net/ 

【施設・事業所の概要】 

 開設年月日： 1970年4月1日 

 経営法人・設置主体（法人名等）：社会福祉法人 東漸保育園 

 職員数 常勤職員：１３名 非常勤職員：１５名 

 専門職員 （専門職の名称）名  

保育士：２０名 栄養士：２名 

幼稚園教諭ⅠⅡ種：1名 子育て支援員・調理師：２名 

 施設・設備

の概要 

（居室数） （設備等） 

保育室５・事務室１ 

給食室１・ホール・沐浴室 

乳児幼児ﾄｲﾚ各３ 

大人ﾄｲﾚ２・園庭 

屋上ｽﾍﾟｰｽ･ﾍﾞﾗﾝﾀﾞ 

職員室・休憩室 

 

③理念・基本方針 

（１）理念 

地域社会と力を合わせ、家庭支援を行う。保育所保育指針に基づき、職員は豊かな愛

情を持って接し、児童の処遇向上のため知識の習得と技術の向上に努める。 

 

（２）基本方針（保育姿勢） 

・生命尊重、報恩感謝の信念を育てる仏教保育を中心とする。 

・個性を尊重し、心身の健康と明るく思いやりのある心を育てる保育環境を提供す

る。 

・21世紀を生きる子どもたちの豊かな情操を養い、さらに自分の主張と仲間たちと

の和を大切にできる人間を育成する。 

・“三つ子の魂百まで”と言われるほど、乳幼児期の環境と躾は人間形成の基礎にな

ると考える。さまざまな場面で適切な保育を受けることにより、より素晴らしい人間

を育てる。 

 

④施設・事業所の特徴的な取組 

取組：園内外研修の実施 

PR：仏教保育（生命尊重、報恩感謝）を中心に、各年齢にクラス編成し、保育園の

温かい雰囲気の中に情操教育を採り入れた保育を展開し、保育園と幼稚園の両方の流

れを持った保育をしている。音楽、絵画、体育の講師を招き、園児に指導を行ってい

る。 

 



 

 

 

⑤第三者評価の受審状況 

 評価実施期間 

 

202２年10月11日（契約日） ～ 

202３年３月25日（評価結果確定日） 

 受審回数（前回の受審時

期） 

１回（平成２９年度） 

 

⑥総評 

◇特長 

１．仏教保育を中心においた月のねらいは職員間で共有して仏教保育が目指す「明る

く、正しく、仲良く」に取り組んでいます。 

 

当園は、開基から900年を超えて霊場の札所として信仰を集める寺院の境内に開園以

来52年間、仏教保育（生命尊重、報恩感謝）を中心において情操教育を取り入れた

保育を行っています。保育方針には「個性を尊重し心身の健康と明るく思いやりのあ

る心を育てる保育環境を提供する」をあげて、保育と教育の両面から幼少期に道徳心

を養っています。年間指導計画には仏教保育の月のねらいに基づいた年齢別の月のね

らいを定めています。月間指導計画では全クラス共通の保育のねらいと月の歌などを

定め、1・2歳児と3～5歳児のクラス別に「子どもの姿とねらい」を遊びと生活面で

定め、保育者への配慮点も記しています。また、災害と避難消火訓練、安全、保健、

食育と活動、エコ活動の年間計画を別途に定め、月の活動とねらいを記載していま

す。職員会議では月の仏教保育のねらいやクラス共通のねらいを読み上げ、各クラス

担任からはねらいに関する共有事項を伝え合っています。保育室には、自由に触れる

ことができる弘法大師の稚児像を置いて安らぎを提供しています。所内に掲げる卒園

児の壁画には子ども達が心の中の希望を持ち寄って制作されています。職員の自己評

価では、子どもが安心して自分をゆだねられる保育の実践や健康・安全の実施体制、

資質向上、社会的責任など、保育方針をもとに振り返っています。当園は毎年クラス

担任を交代し、それによって職員が多くの子どもの成長に関り、仏教保育綱領が示す

保育「明るく、正しく、仲良く」を実践しています。 

 

 

２．食育を通して「幼児期の終わりまでに育って欲しい姿」へ向かうよう支援してい

ます。 

 

全体的な計画に記載した食育の推進にあたり、年間食育計画を作成しています。計画

に基づく子ども達の食に関するさまざまな体験を通して、自然との関わりによる生命

尊重、思考力の芽生えを促し、健康な心と体と意欲を育んでいます。食育計画は、感

謝の気持ちを持つ、無病息災を願う、歴史を知って祝うなどの「ねらい」を設定し、

栽培・収穫・行事食・回覧・調理の5つの活動に取り組んでいます。栽培では、5月

に稲の種まきと田植え、9月末に稲刈り、11月におにぎりづくりを体験します。ご飯

が1粒の種からできること、育てたお米を収穫するドキドキ感と食べるワクワク感を

食への興味や食べる意欲につなげています。年11回の行事食では、日本の行事の言

い伝えや行事食の意味を知り、幅広い思考力が引き出されるよう努めています。例え

ば、3月の行事食のお赤飯ではさくら組の卒園を祝う意味を実感するようにします。

また、年7回の食材の回覧では、翌日の献立で使う野菜をクラスに回覧し触感や重さ

や匂いを知り苦手な野菜を食べる意欲と食べられたという達成感を持つきっかけなっ



 

ています。これらの取り組みは「幼児期の終わりまでに育って欲しい姿」に向かう子

ども達の背中を大きく押す活動となってます。 

 

３．年間行事の経験と毎日の遊びを通して自立心と協働性、豊かな感性と表現力が育

っています。 

 

1・２歳児の保育では、生活のリズムを形成し、保育士との温かいやり取りで心の安

定に努めています。室内や園庭での遊びを通して、歩行力を身に付けて行動範囲が広

がり周囲への好奇心を高めています。3歳児保育では健康的な生活習慣および主体性

を育成し、意欲的な活動と道徳性の芽生えなどを育んでいます。鬼ごっこや「だるま

さんが転んだ」などルールのある集団遊びを通じて、言葉のやり取りを楽しんでいま

す。4歳児保育では自己肯定感と他者の受容を養い、体全体の運動や社会事象への関

心や豊かな感性の表現を指導しています。5歳児保育では、幼児期までに育って欲し

い姿10項目と、教育・保育において育みたい資質・能力の3本柱の完成期としていま

す。当園は毎日ドッジボールや大縄跳びなど集団遊びを楽しむとともに、運動会での

徒手体操や音楽会では合唱や演奏で友だちと協力してやり遂げる達成感を経験させ、

成長を支援していました。5歳児の様子を見た3歳児や4歳児は、合唱や演奏を真似る

光景が多くあり、当園は指導の手応えを感じています。また、3学期制を取っていて

月刊の「えんだより」の学期末号ではクラスごとの子ども達の成長を保護者に配布し

伝えています。 

 

 

◇今後期待される点 

 

１．保護者と職員への情報発信をしていくことが望まれます。 

 

コロナ禍において、当園では保護者に保育の様子が伝わるよう、様々な取り組みが見

える工夫等をしています。連絡帳による情報共有や、園だより、クラスだより、行事

計画の配布による情報提供、保育の様子の掲示など、様々なツールを活用して情報発

信に努めています。しかし、今回の保護者アンケートの一部に保育活動をもう少し見

えるようにしてほしいと取れる意見が散見されました。また、職員からも保育所の方

向性が見えないととれる意見も一部ありました。多くの取り組みを行っている当園だ

からこそ、埋もれてしまっている可能性もありますが、保護者に対しては意見を反映

している点、職員に対しても登園の方向性をさらにはっきりと伝えていくことが求め

られています。さらなる情報発信が行われることが期待されます。 

 

２．中長期計画の策定と単年度の事業計画との連動が望まれます。 

 

当園では、保育士の体制や行事予定等を記載した単年度の予定を事業計画書としてま

とめています。年度の予定だけでなく、子どもの数の減少や周辺の保育園・幼稚園の

認定こども園への移行状況など地域の状況等園を取り巻く環境についても触れ、それ

に対応する園の諸策を事業計画書に記載しています。また、その計画の実施状況がど

うであったかを年度末には事業報告書としてまとめています。一方で、中長期の視点

を踏まえた中期経営計画書の策定がありませんでした。管理者の構想には、園児の動

向、職員の定着等がありました。これらの項目を中長期計画としてまとめ、関係者に

明示していくことが望まれます。概況俯瞰や取り組み事項の記載のある事業計画書と

中長期の視点が入った計画書との連動により、園に関係する職員、保護者と共有し、



 

明示していくことが望まれます。 

 

３．保育理念や保育方針と現場との実践の結びつきを職員に伝えることが期待されま

す。 

 

当園では、保育理念や保育方針に基づいて保育の全体的な計画を策定しています。策

定にあたっては、クラス担当やリーダー・主任の意見を取り入れながら策定していま

す。また策定された全体的な計画は、所内に掲示し保護者にも周知するよう努めてい

ます。一方で今回調査時の職員アンケートには、経営層は改善や保育の質の向上に取

り組んでいるものの、職員にその取り組みが伝わっていないと取れる回答が散見され

ました。全体的な計画を策定する段階では、保育理念や保育方針を意識するものの、

現場の実践と保育理念・方針との結びつきが職員へ伝えられていないと推察されま

す。職員の日々の実践が園の目指す理念・方針の実現にむけた動きである点を会議等

で確認していくことが望まれます。現場での保育がどう保育理念や保育方針の実現に

つながっていくのか、職員に周知し、理念等が意識された中で日常の保育が行われる

ことを期待します。 

 

 

 

 

⑦第三者評価結果に対する施設・事業所のコメント 

第三者評価を受審することで、日頃の保育を振り返ることが出来ました。当園の特徴

や良い点、また反対に弱い点、今後の検討点等が見えました。今後の保育運営等頑張

りたいと思います。 

 

⑧第三者評価結果 

  別紙２のとおり 


